
 

 

 

 

 

 

皿倉小学校福田絹子先生が６月１４日（火）１年１組で、６月２８日（火）１年２組で道徳の授業を

行いました。（１年１組担任の朴木先生は福田先生の教え子です！） 

 久しぶりの福田先生との出会いで、１年生は懐かしく思えたのか、普段以上に一生懸命道徳

の授業に取り組みました。 

今回の「ばあば」のあらすじは、「曾祖母『ばあば』を家に迎えた『僕』たち家族。ともに生き、

天寿を全うした『ばあば』から、いろいろなことをもらっていたと気付きます」道徳の内容項目

は、「生命の尊さ」に該当します。この授業では、「生命は連綿とつながっており、関わり合い、

支え合ってきたことを深く自覚するとともに、与えられた生命をせいいっぱい生きようとする

態度」を養います。 

この題材では、次のお母さんと僕のことばが大切な要素になっています。 

〇 「死んだ子どもとじいちゃんのところへ、はよう行きたい・・・。」というのが「ばあば」の口癖

だった。 

〇 母は、「ばあばが何をいちばん思っているか、考えてごらん。」と言った。 

〇 母がぽつりと言った。「ばあばがいなくなって、なんだか心にぽっかり穴があいたみたい。

私たちは、ばあばにいろいろしてあげていると思っていたけれど、ばあばからもらっている

ことのほうが、いっぱいあったのね・・・。」僕もそう思った。 

短い時間でしたが、１年生は、「共に生きることの意味」について考えることができたと思い

ます。今度は皿倉小のどの先生が授業をしてくれるでしょうか。楽しみです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次の歌は、最後のまとめの時に、福田先生がかけてくれた歌の歌詞です。もう一度じっくり

読んでみましょう。 校長先生も「おじいちゃんっ子」でしたので、おじいちゃんとの思い出はた

くさんあります。「一緒に釣りに行ったこと」「釣り道具をつくってくれたこと」「一緒にテレビで

相撲を見たこと」「一緒に旅行に行ったこと」などなど。今も、先生のことを遠い空から見守っ

てくれていると信じて、毎日を頑張っています。ありがとう、おじいちゃん！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皿倉小福田先生が道徳の授業を行いました！ 


